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音楽祭を利用した芸術教育
─「ＰＭＦの響き」の理念と実践─
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A Trial of Music Education utilizing The Pacific Music Festival in Sapporo
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Abstract─In Hokkaido University, a new type of music education utilizing the Pacific Music Festival
held every summer in Sapporo was introduced from the 2002 fiscal year. In this paper, I present the
concept of the educational program which aims at helping the students understand all aspects of the
PMF, and report the course in detail practiced for the first time. Furthermore, from the experience of
the first course, I discuss the concept of fine arts education suggesting the significance of cultural
studies. Since fine arts, including music, are essentially connected with culture, the importance of
culture for liberal education should be fully recognized.
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1.  芸術科目「ＰＭＦの響き」の誕生

　近年，大学における教養教育のあり方をめぐる議
論が活発になるに伴い，芸術に関する教育の意義が

見直されつつある。「教養」と「芸術」が結びつくこ

とは，西欧中世の「自由学芸(artes liberales)」の精神

に照らせば，極めて自然なことである。というのも，

教養教育の源流である自由学芸は本来，医学や法学

といった実学との対照づけから生まれた領域であり，

その視点から現代の教育ジャンルを見直すならば，

芸術教育ほど「教養」の名にふさわしいものは見当た

らないからである。無論，ここでいう「芸術教育」と

は広義のそれであり，美術や音楽を専攻する学生が

創作や演奏の技術習得を主として専門的に学ぶのと

は主眼が異なる。本稿において主題的に扱う「芸術教

育」とは，芸術を扱う教養教育の総称であり，職業人

としての芸術家育成を目指す教育でないことを強調

しておきたい。そして，芸術教育に属する個々の授業

科目を指す場合には「芸術科目」という呼称を使用す

る。この意味での芸術教育あるいは芸術科目のあり

方を模索することは，今日求められている教養の理

念を再構築する作業と不可分である。
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　北海道大学では，1995年度に教養部が廃止される

と同時に「高等教育機能開発総合センター」が設置さ

れ，同センターに全学教育（全学的支援により提供さ

れる一般教養教育）のカリキュラムを企画する部が

設けられた。そこにおいて「大学の校風をつくる最も

重要な部分」（阿部和厚他 1998）としてのコアカリ

キュラム（必須科目）が検討される中，1997年9月25

日から27日にかけて北海道大学で国際ワークショッ

プ「これからの大学教育と教育評価」が開催され，最

終日には「総合大学に芸術を」のテーマで講演などが

行われた。同ワークショップに参加したジョン・ジェ

ンキンス・マサチューセッツ大学芸術センター副セ

ンター長は，「芸術科目(the arts)は，21世紀にグロー

バルな生き方をする学生たちの一般教育にとって，

充実した完全なる科目（full partners）である」（Jenkins

1998)と述べた。このワークショップが一つの契機と

もなり，全学教育の内容が議論された結果，2001年

度からコアカリキュラムの一つとして「芸術と文学」

という科目が導入された。筆者は非常勤講師の1人と

してその授業に携わり，同時に「コアカリキュラムに

おける芸術科目の研究」（座長：小笠原正明・北海道

大学高等教育機能開発総合センター高等教育開発研

究部長）の研究員を委嘱された。その研究会におい

て，音楽に関する新たな芸術科目のプログラムづく

りが話し合われた際，有力な案として提起されたの

が，毎年７月に札幌で開催されている国際教育音楽

祭，パシフィック・ミュージック・フェスティバル（Ｐ

ＭＦ）を利用した授業である。

　ＰＭＦは，米国の著名指揮者レナード・バーンスタ

イン（1918-90）の提唱により，1990年夏に札幌で初

開催された。米国のタングルウッド音楽祭，ドイツの

シュレスヴィヒ・ホルシュタイン音楽祭をモデルに，

環太平洋地域の国際教育音楽祭として創設されたも

のである。バーンスタイン自身は初回ＰＭＦの閉幕

直後に亡くなったが，札幌市とスポンサー企業が遺

志をついで継続し，その後ＰＭＦ財団が発足した。

1997年7月には，世界屈指の音響を誇る音楽専用ホー

ル「キタラ」が札幌市中心部に開館し，以来，ＰＭＦ

の主要会場となっている。13 回目の開催となった

2002年夏は7月6日から27日までの３週間，総計49

公演が行われた。その中心は，演奏を学ぶために世界

29カ国・地域から集った若手音楽家114人がＰＭＦ

オーケストラを結成し，練習成果を披露した演奏会

である。指導にあたったのは，ＰＭＦ音楽監督シャル

ル・デュトワとウィーン・フィルハーモニー管弦楽団

首席奏者らであった。札幌と近隣市町村の音楽ファ

ンは聴衆としてＰＭＦオーケストラに拍手を送るだ

けでなく，ボランティアとして運営に協力したり，若

手音楽家たちを歓待し，国際交流の催しを実施した

りしている。

　このように市民あげての音楽祭であるゆえに，こ

れを利用した授業を行うならば，狭義の音楽学にと

どまらない内容豊かな芸術科目になることが予想さ

れた。学生にとっては，音楽鑑賞だけでなく音楽祭運

営のしくみを見聞する機会となり，地域社会に関わ

る契機ともなる。したがって，大学と地域との連携と

いう観点からも将来性のある授業であり，教室での

音楽鑑賞とは異なった，機動的な教育が可能になる。

そのような構想のもとに，ＰＭＦというイベント全

体を体験するべく創設された授業は，「ＰＭＦの響

き」と名づけられた。

　筆者が「ＰＭＦの響き」の原案を上記研究会の席で

提案したのが2002年2月14日，受講希望者へのオリ

エンテーションを行なったのが同年４月12日であっ

たから，いわば最短の準備期間を経て企画は実現し

たことになる。集中講義の形態で初開講された「ＰＭ

Ｆの響き」は，指揮者と学生たちの懇談が実現するな

ど，充実した内容となった。本稿では，初回「ＰＭＦ

の響き」の経過を報告するとともに課題を提示し，実

施経験からフィードバックする形で芸術科目の理念

を検証したい。

　

2.  授業の経過

　「ＰＭＦの響き」は瀬名波栄潤・文学部助教授が担

当責任者となり，筆者が実際の授業を進行させる形

で開講された。まず，受講登録したのは１年生を中心

に34人で，所属学部の内訳は法学部4，経済学部2，

文学部11，教育学部4，理学部4，工学部7，歯学部

1，水産学部1である。したがって農学部，医学部，獣

医学部を除くすべての学部に受講者がいたことにな

る。この授業ではグループ学習が欠かせなかったの

で，受講者を概ね所属学部ごとに６つの班に分けた。

成績評価は，グループ学習への貢献度および「ＰＭＦ

の意義と課題」というテーマで課したレポートに基

づいて行った。最終的には，途中から都合で授業に出

席できなくなった 3 人を除く 31 人が水準の高いレ

ポートを提出した。
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　授業の日程は以下の通りである。

①４月12日 オリエンテーション

②６月18日 クラシック音楽鑑賞の基礎講義と曲の

下調べの発表

③７月 ２日 講演「ＰＭＦの歴史と現状」，（講師：

竹津宜男ＰＭＦオペレーティング・

ディレクター）

④７月 ７日 ＰＭＦにおける札幌交響楽団の演奏会

鑑賞（モーツァルト「交響曲第39

番」，ブルッフ「クラリネット，ヴィ

オラと管弦楽のための協奏曲」，ウォ

ルトン「交響曲第１番」）

⑤７月10日 講演「ＰＭＦとボランティア」（講師：

赤石知恵子ＰＭＦボランティア団体

「ハーモニー」コーディネーター）

⑥７月13日 ＰＭＦオーケストラの演奏会鑑賞（ス

トラヴィンスキー「火の鳥」，ショス

タコーヴィチ「交響曲第５番」）

⑦７月15日 演奏会鑑賞の感想発表と下調べの発表

⑧７月20日 ＰＭＦ教授陣による室内楽の演奏会鑑

賞（モーツァルト「オーボエ四重奏

曲」，ヤナーチェク「六重奏曲＜青春

＞」，ブラームス「ホルン三重奏曲」）

⑨７月22日 総括

　授業の経過を振り返り，内容の詳細を報告しよう。

＜①について＞

　オリエンテーションでは，「ＰＭＦの響き」の趣旨

と日程，演奏会チケット代金などについて説明が行

われた。約100人がオリエンテーションに参加した

が，最終的に受講を決めたのは既述の34人であった。

当初，受講希望者が多数の場合には履修制限し，各学

部から数名ずつの学生を選ぶ計画であったが，結果

的にその作業は不要となった。34人という動きやす

い人数になった上，学部構成も概ねバランスのとれ

たものとなったからである。なお，チケット代金は受

講者の自己負担とし，必須で聴く三つの演奏会（④，

⑥，⑧）をあわせて最高１万５千円，最低４千円で

あった。このように開きがあるのは，チケットの座席

選択を学生自身にゆだねたからである。受講者の自

己負担については賛否両論がありうるだろうが，後

述するように好結果をもたらした。

＜②について＞

　クラシック音楽の基礎知識を講義したのは，受講

者の中に全くクラシック音楽になじみのない学生も

含まれていたからである。「ＰＭＦの響き」は音楽学

の知識修得を目標とする授業ではないが，音楽を理

解し，十分に鑑賞するためには最小限の知識が欠か

せない。また，グループ学習を取り入れ，学生が授業

に主体的に取り組めるようにするためにも，「交響

曲」「楽章」といった基礎知識に関する講義は必要で

あった。実際，講義で得た音楽知識を生かして下調べ

の発表を行った班もあった。とはいえ受講者の中に

は，楽器演奏を手がけるなどクラシック音楽にかな

り精通している学生も少なくなく，そのような学生

からは否定的な反応があった。この点に関しては課

題として後述する。

＜③⑤について＞

　2人のＰＭＦ関係者による講演は，「ＰＭＦの響き」

の重要な要素となり，大きな成果を収めた。まず，竹

津宜男ＰＭＦオペレーティング・ディレクターは，初

回ＰＭＦから携わってきた経験をもとに，会場づく

りの経緯から資金の問題までをつぶさに語った。Ｐ

ＭＦが札幌で開催されるにいたった経緯や，創設者

のバーンスタインが重病をおして札幌を訪れた際の

秘話なども披露した。バーンスタインが「若者の教

育」と「音楽による平和の構築」を強く訴えたことを

話すと，学生諸氏は真剣に聞き入り，ＰＭＦのしくみ

などについて質問が相次いだ。一方，赤石知恵子ＰＭ

Ｆボランティア団体「ハーモニー」コーディネーター

は，ＰＭＦの裏方を支えるボランティアの苦労と喜

びを語ったほか，ＰＭＦのモデルである米国タング

ルウッド音楽祭の見聞を映像もまじえて報告した。

ボランティアは「自己開示」の活動であると述べ，Ｐ

ＭＦ2002に延べ634人のボランティアが関わってい

ることを語った。学生たちは感銘を受けた様子で，レ

ポートに「できれば音楽ボランティアに加わりたい」

（水産学部１年女子）と書いた受講者もいた。

＜④⑥⑧について＞

　ＰＭＦ演奏会の鑑賞は，この授業の本体というべ

きものであるが，必須として３つの演奏会を指定し

た。演奏会選定にあたってはバランスを考え，2点に

留意した。第一に，鑑賞スケジュールが過密にならな

いようにすることである。どんなによい演奏会で

あっても，それを連日聴き続けるのには無理がある。

日程上，適当な間隔が必要であり，ほぼ一週間ずつ間

合いを置いて3公演を指定したのが好結果につながっ

た。第二に，多様な演奏に接することである。ＰＭＦ

オーケストラの鑑賞を基本として，それと他の楽団
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の演奏を比較できるのが望ましい。そのため，地元の

プロオーケストラである札幌交響楽団（ＰＭＦに参

加している）の演奏も聴いた。また，大ホールで行わ

れるオーケストラ演奏の鑑賞に偏らないよう，小

ホールで行われる室内楽の演奏にもふれさせた。こ

のように3つの演奏会にバラエティーを持たせたこと

が，学生が新鮮な気持ちで聴き続けるのに役立った

と思われる。なお，無料で入場できる７月６日のオー

プニングコンサートについてはオプション扱いとし，

学生の自主性に任せた。当日は小雨が降ったものの，

札幌市郊外の芸術の森・野外ステージで行われた

オープニングコンサートに参加した学生が少なくな

かった。

　特筆すべきは，札幌交響楽団の配慮により，７月７

日の演奏会前にリハーサル見学が実現したことであ

る。当日の指揮者は札幌交響楽団常任指揮者の尾高

忠明氏であったが，氏がリハーサルで様々な要求を

オーケストラに課し，独自の音楽を形づくっていく

様子は学生たちの関心を引きつけたようである。し

かも尾高氏の好意により，開演前の多忙な時間を割

いて，楽屋の一室での懇談が実現した（写真1）。学

生たちが，「演奏中，指揮者は何を考えているのか」

「札幌交響楽団はどんなオーケストラか」「今日のプ

ログラムの狙いは何か」といった質問を繰り出すと，

氏はユーモアを交えながら丁寧に応答した。間近に

指揮者と接した体験が演奏鑑賞にも役立ち，3公演の

中で札幌交響楽団の演奏に最も感動したとの感想が

数多く聞かれた。「リハーサルでは弦と管双方の音が

強すぎて濁っていたアンサンブルが，本番では澄ん

で聞こえた。さすがプロだと思った」（文学部１年男

子），「客席が埋まっていないリハーサルのときと，聴

衆で埋まった本番では音の響き方が違う」（教育学部

１年女子）といった発見は，生演奏を教材とした授業

を行う場合，いかにリハーサル見学が実り多いかを

物語っている。今回は授業日程などの都合でＰＭＦ

オーケストラのリハーサル見学が実現しなかっただ

けに，札幌交響楽団のリハーサル見学は極めて貴重

な経験となった。なお，同日，「キタラ」ホールの楽

屋に居合わせた音楽評論家の東条碩夫氏（東京在

住），北海道新聞社文化部の田中秀実記者とも懇談で

き，開演前に有意義な時間を持つことができた。

＜②⑦⑨について＞

写真 1. 「キタラ」ホールの楽屋の一室で，指揮者の尾高忠明氏と懇談
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　3つの演奏会を鑑賞させるにあたっては，事前に演

奏曲目の内容を下調べさせ，演奏会を聴いた後には

感想を発表し合う，という方式で進めた。グループ学

習の形態をとり，各班に下調べする曲と作曲家を割

り当て，調べた内容をレジュメにまとめて発表させ

た。学生たちは概ね意欲的に課題に取り組み，発表の

際に楽譜や音楽テープを用意してきた班もあった。

また，演奏会鑑賞後には全員に感想を書かせ，個人ご

とに発表させた。授業時間の制約ゆえにディスカッ

ションするまでにはいたらなかったが，曲の性格，

オーケストラの特性，指揮者の解釈，ホールの響きな

ど多様な側面に着目した感想が目立ち，若い感性が

いかんなく発揮されていた。「下調べしたおかげで，

音楽の細部がよくわかった」（理学部１年男子），「他

の班が作成したレジュメが鑑賞の役に立った」（教育

学部１年女子）といった感想が率直に書かれていた。

　さらに，学期末に課したレポートでは，「インター

ネットなどを通じて，札幌の内外でもっとＰＭＦの

知名度を上げるべきだ」（文学部１年男子），「ＰＭＦ

は資金難なので，運営を工夫すべきだ」（法学部１年

男子），「問題を解決して，末永くＰＭＦを続けていく

ようにしなければならない」（教育学部１年女子）と

いった積極的な意見が多数見られた。受講学生たち

は，この授業を通してＰＭＦの意義と課題を実感し

たようである。

3.  授業の達成度と課題

　以上では初開講された「ＰＭＦの響き」の実施経過

を述べてきたが，こうした内容が当初の授業目標を

どの程度達成したか，また，どのような課題があるか

を次に述べたい。

　まず，細部の検証を措いて概括的にいえば，「ＰＭ

Ｆというイベント総体の響きを堪能する」という授

業目標は概ね達成された。というのも，ＰＭＦにおけ

る演奏会の鑑賞，運営の見聞という2つの側面が結果

的にバランスよく組み合わされた授業となったから

である。音楽祭を利用した授業の真価は，教室での音

楽鑑賞とは違ったところにある。その点，リハーサル

や指揮者に接して生演奏独自の魅力を味わったこと

は大きな成果といえる。加えて，ＰＭＦ組織委員会や

ボランティア団体で活動する人々から生の声を聞い

たことは，受講者たちにとって実社会における音楽

文化のあり方を考える契機となったはずである。い

わばアート・マネージメントの側面を含んだ学習効

果があったと考えられる。このことは，将来，市民と

して，あるいは企業や行政の一員として音楽イベン

トに関わる可能性を持つ学生たちの貴重な経験であ

る。

　実際，レポートには，「クラシック音楽になじんだ

だけでなく，ＰＭＦのしくみがよくわかった」（工学

部１年男子），「ＰＭＦのボランティアの人々は，ボラ

ンティアの本来的な姿を実践していると率直に思っ

た」（文学部１年女子）という感想があった。

　なお，ほぼ１週間の間隔で3つの演奏会を聞かせた

こと，および3公演の選択も好評であったし，チケッ

ト代金を受講者の自己負担としたことについても不

満の声は聞かれなかった。むしろ，自己負担であった

がゆえに積極的に演奏会を聴く姿勢が築かれたとい

える。

　総じていえば，地元音楽祭を利用した「ＰＭＦの響

き」という授業の長所は，単にクラシック音楽を鑑賞

したり，音楽史を学ぶのとは違うところにあり，まさ

に「イベント総体の響きを堪能する」点にある。提出

されたレポートに，「みんな生き生きとした顔で授業

に出ていた」（教育学部１年女子），「来年以降もこの

授業をぜひ続けてほしい」（経済学部１年男子）と

いった感想が記されていたのも，授業に参加した学

生自身が手応えを感じたからであろう。

　付言すれば，事故なく授業を完遂できたことは幸

いである。受講者の大部分は１年生であり，札幌の地

理に不慣れな学生が少なくないにもかかわらず，常

に時間通りホールに集合することができた。中には

演奏会チケットを自宅に置き忘れ，一旦取りに戻っ

た者もいたが，早めに行動していたことから大きな

支障はなかった。ＰＭＦの主要会場である「キタラ」

ホールは札幌市の中心部にあり，北海道大学から徒

歩と地下鉄で所要時間約 30 分，オープニングコン

サートなどの会場となった芸術の森・野外ステージ

は地下鉄からバスに乗り継いで所要時間約１時間で

ある。あらためて言うまでもないが，大学から１時間

圏内に諸会場があることは恵まれた環境である。

　しかし無論，「ＰＭＦの響き」には今後の課題もあ

る。

　既に繰り返し述べたように，この授業の目標は音

楽知識の修得になく，音楽知識を前提としてもいな

い。しかしそれでも，実際に授業を実施してみると，

学生個人間でクラシック音楽に関する知識量の差が
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あまりにも大きいため，知識の問題を軽視すること

はできなかった。楽器を手がけるなどクラシック音

楽に十分精通している者から，全くクラシック音楽

を聴いたことがない者までを包括する授業は，たと

えていえば，十全に古文を読める者と全く古文を解

しない者とを包括して「源氏物語」の価値を教える授

業と似ている。知識の有無は授業の目標に影響しな

いが，教育効果をあげようとすれば知識を無視でき

ないのである。一例を挙げれば，クラシック音楽の基

礎用語に属する「ソナタ形式」は，既に知っている者

にとって説明は無用であり，全く知らない者には説

明時間が不足するという事態を来した。この問題は，

授業を改善してゆくための最も大きな課題といえる。

　そこで改善の方向性について若干提案したい。第

一に，「ＰＭＦの響き」においては音楽学の要素を必

要最小限にとどめ，あくまでもＰＭＦという音楽祭

について学ぶことを中心とするのが望ましい。その

理由は，上述したように，この授業の長所が，教室で

の音楽鑑賞とは異質なところにあるからである。現

実に行われている音楽祭の成り立ちを学ぶことを基

本として，それに必要な限りで音楽知識を身につけ

るという方針がよいだろう。無論，この授業を契機と

してクラシック音楽に入門する学生があるのは大い

に望ましいことであるから，そうした学生が受講に

あたって気後れしないような配慮が最大限必要とな

ろう。その点，「この授業が音楽好きの集まりになら

ないことを祈る」（教育学部１年女子）という指摘は

鋭く，傾聴に値する。授業開始時にアンケートを行う

などして，クラシック音楽に関する各受講者の知識

量を十分把握し，バランスよくグループ編成を行う

ことが，円滑な授業進行に必要な教育的配慮である。

　第二の課題は，リハーサル見学の拡充である。リ

ハーサル見学が演奏会鑑賞を深めることに鑑みると，

授業で聴く全演奏会のリハーサルに立ち会えるのが

理想である。リハーサル現場にはＰＭＦ運営に携わ

る人々も居合わせるから，そこで新たに見聞を広め

られる可能性がある。長期的には，ＰＭＦ組織委員会

と北海道大学が協定を結び，地域連携の一環として

リハーサル見学などをプランに盛り込む方策が考え

られる。これは，大学と地域の連携という今日的な課

題の一例ともいえるだろう。

　以上，課題を列挙してきたが，これは当然，初回「Ｐ

ＭＦの響き」を実施したばかりの段階で考えられた

課題である。この授業を継続するならば，全く別の観

点からも改善さるべき点が見えてくるだろう。

4.  芸術科目の理念の再検討

　さて，「ＰＭＦの響き」の実践は，芸術科目の理念

と不可分である。本節では，「ＰＭＦの響き」という

個別の授業から少し距離を置いて，芸術科目の理念

そのものを再検討したい。そして，教養教育と芸術教

育が重なりあう特質に着目し，あらためて「教養」の

視点から「芸術」の意義をとらえ直すことにしたい。

　本稿冒頭で述べたように，芸術家を育成する専門

教育と区別された意味での芸術教育は，教養教育の

理念が先鋭的に現れる場である。したがって，教養教

育の試金石といっても過言ではない。しかるに，北海

道大学の教養教育については，「専門教育とは別に教

養教育は，すべての人間に共通して必要な一般性を

求める一般教育として扱われることになる。しかし，

教養教育は専門性も含む人間の全体像を描くときの

一部とみなされ，実際にはそこに境界はない」（阿部

他 1998）と述べられ，そのコアカリキュラムについ

ては，「わかりやすくいえば，各学部や各学科でミニ

マムリクワイアメントを構築し，ここに共通するも

のがあれば大学全体のコアになる。そして，このコア

は専門が違っても人間性に普遍に必要な共通する一

般性である」（同）とされている。ここで規定されて

いる「教養」の理念は，専門分野のいかんに関わらず，

必ずや身につけるべき題材・内容である。端的に言え

ば，専門的(special ,professional)と対義の一般的

(general)な性格によって特徴づけられる教養である。

実際，北海道大学における「全学教育」の英語表現は

general educationである。引用文中の「普遍」という

語もまた，「一般性」を含意している。

　しかし，「一般性」ないし「普遍性」という語は多

様な解釈を呼び起こす。そのため，一方では柔軟な発

想と実践を許す寛容さを持ちつつも，他方では一体

何を目指しての「教養」なのかを不鮮明にするという

問題がないわけではない。実際，「教養教育と一般教

育の区別は曖昧である。……教養教育は一般教育の

一部であり，教養あるいはリベラルアーツとしての

目標をもつ科目群である」（阿部他 1999），あるいは

「全学生に求められる一般教育カリキュラムによって

内実が明らかにされるものとしての“リベラルな”教

育（“liberal” education as defined by the General Education

Curriculum required of all undergraduate students）」
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（Jenkins 1998）といった苦心の表現には，一般教育と

教養教育の説明しがたい関係がはしなくも表れてい

る。そこで，ここでは専ら芸術科目に限り，その「一

般性」ないし「教養」の意味を考察しておきたい。

　第一に，芸術科目に一般性があるという場合，いわ

ゆる総合科目が持つような諸学総合型の性格を意味

しない。例えば，実際に行われた「酒」をテーマとす

る総合科目では，アルコールに関する化学と，酔いに

関する生理学と，飲酒の人間関係に関する文化人類

学をミックスした授業が構成された。これは一種の

文理融合型（シナジー）科目ともいえ，総合大学がメ

リットを生かして学生に提供しうる最良の教育の一

つではある。しかし，芸術科目が持つ一般性とは，そ

うした集積の総合性とは別である。むしろ，芸術学・

美学を除くどの特定分野の学問にも直接には与せず，

諸学の隣接領域にとどまり続けるところに芸術の身

上がある。言い換えれば，個別諸学に従属せず，か

えって諸学から解放された領域に定位する。その意

味で，芸術教育はリベラル(liberal)，すなわち「解放

されている」自由な領域である。芸術教育がリベラ

ル・エデュケーションであると言われるのは，特定の

専攻領域に束縛されずに，高等教育を受ける者のす

べてが学ぶに値する「一般性」を有するからである。

言うまでもなく，こうしたオアシス的性格は芸術が

元来，固有に持つものである。「芸術，人文学，科学

の統合，及び一般教育と専門教育との間の垣根の除

去」（Jenkins 1998）が提案されうるのは，それだけ芸

術が独立した固有の性格を持ち，かつ今述べた意味

での一般性をも有するからなのである。

　関連していえば，同様の一般性は倫理教育にも該

当する。例えば北海道大学では「テクノ・エシックス」

（科学技術倫理）の教育プログラムが実施されつつあ

るが，この種の倫理教育は，高等教育を受ける者のす

べてが学ぶべき一般性を有する。これは，教養教育が

全人教育の別名であることの証左でもあり，「人間性

を養うという目的からみた教育のことを指し，全人

教育にも関係している」（阿部他1999）といわれる所

以である。してみると，「真・善・美」の追求という

古典的な教育目標は今も決して色褪せていない。大

学における個別諸学，倫理科目，芸術科目のそれぞれ

は，現代的な「真・善・美」の教育を担っているわけ

であり，今日「教養教育」の名で求められているもの

は，どちらかといえば「真」以外の領域に重点を置い

てバランスを回復する動向といえよう。

　第二に，今日，大学の教養教育が一般的性格を持つ

と言われるとき，しばしば，その「一般的」は「基礎

的(foundamental,basic)」と同じ意味で語られる。たと

えば，「（全学教育の）コアカリキュラムを，専門教育

側からみて必須の一般教育としてとらえることにな

る。……専門性を支える一方の中心（コア）ともみな

される」（阿部他1998）というとき，専門教育の基礎

としての教養教育が語られている。しかし，芸術科目

はそのような意味での基礎性を持たない。すなわち，

工学研究にとって数学が，医学研究にとって生物学

が，あるいは広い意味で語学が学問の基礎であると

いうような意味で「教養」をとらえるならば，芸術科

目はそのような教養とは身分を異にする。確かに，芸

術は美的感覚や直観能力を介してすべての学問に創

造性を賦与するが，決して下位の基礎を構成するも

のではない。むしろ，基礎を応用へと発展的に媒介す

る際に芸術的感性は大きな役割を演ずるのであり，

「大学における芸術の導入は，理論的学問と実際的応

用とを統合する活動に起源を持つ」（Jenkins 1998）と

述べられている通りである。

　上述の考察を踏まえれば，芸術科目が有する「一般

性」は，専門諸学から解放されたリベラルな性格と，

それでいて諸学に寄与する隣接的な性格によって特

徴づけられる。解放されつつ寄与する，こうした性格

は大学教育における「教養」の意義を再考する際の手

がかりになるのではないだろうか。また芸術科目に

は，従来とはやや違った意味での「文理融合」教育を

提示できる可能性がある。つまり，文系と理系の学問

内容を融合するのではなく，専攻領域との関わりを

全く問題にしない視点から，全学生に通底する人間

教育を行う可能性である。

　以上述べてきた論点を含め，筆者が芸術科目の理

念として提案したいのは以下の5点である。

　①教養としての意義　芸術科目は直接的な実用性

から解放されているという意味で正統な自由学芸

(Liberal Arts)に属し，いかなる専門分野に身をおくに

せよ，高等教育を受ける者が学ぶに値する教養であ

る。芸術鑑賞の能力を高めることや，鑑賞した内容を

表現する力を養うことは，刹那的な娯楽とは区別さ

れた意味での，精神的価値を有する教養である。

　②生涯学習　多感な青春時代に芸術に接すること

は人格形成に有意義であり，その後の人生において

心豊かに実生活を送る糧となる。その意味で，芸術科

目は生涯学習の一翼を担う。
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　③専門分野への創造性賦与　芸術科目で養われる

感性，鑑賞・批評能力（審美眼），想像力を創造的に

専門分野での勉学，研究に役立てる。感性や想像力を

介して，芸術はあらゆる領域の学問と隣接しており，

創造性を賦与する。

　④芸術学研究者の発掘　学生が潜在的に持つ芸術

への関心を引き出し，芸術学研究を志す者を発掘す

る。そのために，文献学など芸術研究の学問的方法

や，レポート・論文の作成法など研究成果のまとめ方

を教授することも重視する。「芸術とは何か」という

深遠高邁な問題についても，「正解」ではなく探究方

法の教授につとめる。

　⑤社会への還元　文化・芸術の振興という観点か

らすると，高等教育機関が芸術の理解者を恒常的に

育成することは今や社会的使命である。芸術系大学

に限らず，広く一般大学が自覚的に芸術教育を行わ

なければ，実社会における芸術の発展も望めない。し

たがって芸術科目は，社会の福利増進という大学本

来の存在理由からしても有意義な教育ジャンルであ

り，コアカリキュラムに含まれるべき必然性を有す

る。

　あえて付言すれば，「教養」という言葉に衒学的な

雰囲気がつきまといがちだからといって，遠ざける

のは当を得ない。大学が大衆化した今日であればこ

そ，教養を持つ者がその幸福を語れる社会となるよ

う，つとめて大学人は教養について語るべきではな

いだろうか。その場合，「教養」と「娯楽」，あるいは

「芸術」と「娯楽」とを区別する視点が欠かせないと

思われる。大学がレジャーランドではないように，教

養教育は決して娯楽の提供ではないはずだからであ

る。集中講義「ピアノ音楽の楽しみ」を行うため2002

年７月，北海道大学を訪れた渡辺健二氏（東京芸術大

学助教授）に考えを伺ったところ，「芸術科目を行う

意義は自己表現にあり，娯楽とは違う面を持つ」とい

うことであった。

　この視点から「ＰＭＦの響き」について再度検証す

るならば，警戒すべきは「楽しんで単位がとれる」（工

学部１年男子）という娯楽感覚の受講姿勢である。も

ちろん，大学における教養教育が生涯教育の一端を

担う以上，授業を通して音楽に親しみ，純粋に楽しむ

という体験の意義が否定されるべきではない。しか

しまた，高等教育の一環として行なう以上，単純な意

味で音楽を楽しみ，感想文の提出に終わるのでは不

適当なのも事実である。「ＰＭＦの響き」が単なる娯

楽の時間ではないという考えに基づき，筆者は受講

学生に段階的な成績評価を行った。グループ学習な

どにおける授業への貢献度とレポートの内容を総合

的に評価したのである。最終回の授業でレポートの

書き方を指導し，どのような点を評価するかを明ら

かにしたので，公正な評価ができたと考えている。

　一般に芸術科目を構想する場合，「芸術とは何か」

「どこまでを芸術とみなすか」といった難問や，成績

評価をどうするかといった問題に終始悩まされる。

それらの問題に対する厳格な解答は見つからないに

せよ，芸術と娯楽の区別は常に念頭に置くべきでは

ないだろうか。初回「ＰＭＦの響き」を実践して再認

識したのは，そのことであった。

5.  マサチューセッツからの風

　最後に，北海道大学における芸術科目の取り組み

の意義を考えてみたい。

　校史をひもとけば，北海道大学の前身である札幌

農学校の2期生であった新渡戸稲造は母校の教師と

なって教養教育を充実させた人物である。新渡戸が

学外に「遠友夜学校」を開き，無報酬で子供たちに教

育を行なったことはよく知られているが，このほか

「農学校学芸会」を組織し，文学や芸術に親しむ活動

をも展開した。そこには，農学校とはいえ実学に終始

せず，自由学芸（リベラル・アーツ）をも志向する全

人教育の理想があったと推察される。したがって北

海道大学には，芸術科目を育む土壌が明治時代から

あったといっても過言ではなく，無論，その校風は札

幌農学校の教頭ウィリアム・スミス・クラーク博士を

抜きには語れない。

　筆者は「ＰＭＦの響き」の最後の授業で学生たち

に，ＰＭＦの創設者レナード・バーンスタインと，か

のウィリアム・スミス・クラークがともに米国マサ

チューセッツ州の出身であることを話した。前者の

生誕地ローレンスは，後者の生誕地アマーストと120

キロメートルほどしか離れていないから，広大な北

米大陸の中では隣町のようなものだろう。1876年と

1990年，約120年の時を隔てて札幌に立った2人は，

かたやマサチューセッツ農科大学学長，かたや世界

的な大指揮者であったが，晩年を若者の教育に捧げ

た点で共通する。そして，クラークが札幌にもたらし

たものが化学と園芸学にとどまらず，「ビー・アンビ

シャス」の精神であったように，バーンスタインのも
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たらしたものも音楽にとどまらない。初回ＰＭＦの

開会式でバーンスタインが語った「芸術と人生の関

係」という言葉は今も重く響く。大学教育と人生の関

係が問われている現在であればなおさら，芸術教育

の意義を示唆する言葉である。

　史上，米国が札幌に与えた2人の人物は，教育に賭

ける情熱をまとったマサチューセッツの風であった

といえるかもしれない。

　マサチューセッツからの風は今も吹き続けている。

クラークが初代学長をつとめたマサチューセッツ農

科大学を前身とするマサチューセッツ大学は北海道

大学と姉妹校提携しており，そのジョン・ジェンキン

ス副学長は，本稿で繰り返し引用したように示唆に

富む提言を多数行っている。「芸術は人生を模倣する

以上のことを為す(The arts do more than imitate life)。

すなわち，芸術は人生を解釈し(interpret)，説明する」

（Jenkins 1998）とは，おそらく哲学者アリストテレス

が述べた「芸術とは模倣である」（『詩学』）及び「技

術（芸術）は自然を模倣するが，他方では自然が為す

以上のことを為す」（『自然学』）を念頭に置いての言

葉であり，こうした哲学的フレーズが的確に用いら

れること自体，大きな教養を示す。ここでいう「解釈」

とは，人生の事実を記述することを超えて，人生の意

味を表現する芸術の営みを指す高度な表現である。

およそ全人教育を担う教養教育にはすべからく，物

事の意味を「解釈」する能力の育成が含まれていよ

う。

　さらに，「グレイト・ブックスを学ぶ大学」として

知られる米国セント・ジョーンズ大学では，クラシッ

ク音楽も「古典」として教材に含まれているという。

ホメロスの「イーリアース」に始まるグレイト・ブッ

クス（170-180冊）の中には，バッハ，ベートーヴェ

ン，モーツァルトが入っており，音楽家への志向の有

無とは無関係に，クラシック音楽が教養として扱わ

れている。メリーランド州アナポリスの同大学音楽

科で教授をつとめたヴィクトル・ツカーカンドル

(Victor Zuckerkandl)は“The Sense of Music”と題した

入門書を上梓している。入門書とはいえ，体系的な音

楽構造の説明は十分に学問的である。ギリシャ語と

ラテン語を必修とする同大学の古典主義，教養主義

は徹底的であり，日本の教養教育の理念から見れば

先鋭的に過ぎるかもしれない。けれども，そのような

教養主義の原理が米国の他大学に穏健な形で普及し

ていることは見逃せない。大指揮者となったバーン

スタイン自身，音楽大学の出身ではなく，ハーバード

大学で法学を学びながら作曲をたしなむアマチュア

音楽家として出発した。ツカーカンドルによれば，

ハーバード大学では早期から芸術教育が実施されて

いたという。

　クラーク博士が札幌にやって来る5年前の1871（明

治４）年，岩倉具視の視察団が米国を訪問したとき，

音楽を用いた倫理教育に驚き，中国伝説の皇帝，尭と

舜が述べた音楽教育がここで実現されていると感嘆

したと久米邦武は『米欧回覧実記』の中に記してい

る。しかし正確に言えば，こうした芸術教育は米国の

歴史よりも長い。古来，優れた哲学者たちは，人間の

本質に目を向けるとき，教育と同時に芸術を重視し

てきた。古代ではプラトンやアリストテレスが，近現

代ではディルタイやホワイトヘッドが，人間存在の

考察を踏まえて芸術を称揚している。ミュージック

musicという語は，今でこそ「音楽」に限定されて用

いられているが，語源の「ムーサ（Μουσα）」は

あらゆる芸術と学問の女神の名である。ミュージア

ム museum まもた語源を共にしている。古代ギリシャ

語のムーシケー（ムーサ的）が，ただ音楽をたしなむ

という意味ではなく，「教養を有する」という意味で

あったことは示唆に富んでいる。

　翻ってわが国の現状に立ち戻るならば，折しも

2001年12月７日には「文化芸術振興基本法」が施行

された。その第17条では「……文化芸術に係る大学

その他の教育研究機関等の整備その他の必要な施策

を講ずるものとする」と謳っている。既に述べたこと

だが，文化と芸術を教育ジャンルとして考えたとき，

大学と地域との連携は重要となろう。文化も芸術も，

人間の脳裏や書物，キャンパスの中に封じ込められ

ているわけではない。その点，音楽祭を利用して芸術

教育を行う試みは，生きた文化を若い学生たちに体

感させることにつながる。ひいては社会参加を展望

する人間形成の基盤となり，いわば「生きた教養」と

なる。「ＰＭＦの響き」の主要な特長はその点にあり，

音楽祭を利用した芸術科目は，教養教育の一端を担

いうるだろう。
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